
城北マスターズ通信
マスターズ甲子園とは

マスターズ甲子園東京大会 決勝戦

城北マスターズの過去の戦績

城北マスターズの活動

主に板橋区戸田橋野球場で活動。公式戦は江戸川球場・府中球場などで開催。
練習試合は東京都・埼玉県の学校を中心に実施。
原則、毎月活動。

<2019年のこれまでの活動>
2019/3/9
合宿 埼玉県本庄市
練習試合：国学院久我山OB
2019/3/24
練習試合 立川OB
2019/4/7
練習試合 豊多摩・麻布・日比谷OB
2019/5/12
練習試合 市立浦和OB
2019/5/19
マスターズ東京公式戦 狛江OB
2019/6/15
現役野球部の壮行会

<参加資格>
城北高校野球部に1度でも入部した方

<年会費>
35歳以上1万円 34歳以下8,000円
*ともにOB会費含む

城北高校野球部元監督の中山桂太先生がマスターズチームでも監督。
メンバーは60代～20代まで参加。

2017年に城北マスターズは中大付属・安田学園・東亜学園に勝利し、
東京大会の決勝戦（神宮球場開催）に進出しました。
試合の様子はMXテレビで放送され、朝日新聞・日刊スポーツなどのメディアで
も大きく取り上げられました。

【2016年】
vs駒場学園 9-17
vs小平連合 10-13
vs豊多摩 16-17
vs国学院久我山 13-4
【2017年】
vs国学院久我山 7-10 
vs日体大荏原 13-17
vs中大付属 12-8
vs安田学園 14-8
vs市立浦和 10-12
vs立川 14-14
vs朝霞 20-14

vs東亜学園 15-5
vs国学院久我山 5-11
【2018年】
vs大宮東 11-12
vs駒場学園 10-10
vs国学院久我山 8-4
vs所沢北 12-11
vs立川 2-10
vs国分寺 31-26
vs麻布 25-6
vs所沢北 12-10
vs川越 11-11

城北マスターズFacebookページ https://www.facebook.com/johokumasters/

マスターズ甲子園 東京
基本ルール

・ボールは硬式球を使用。
・試合時間は1時間50分で打ち切り。
（球場使用の制約から）
・試合の前半は34歳以下の選手、後半は
35歳以上の選手が出場する。
※35歳以上の選手は前半も出場可能
・投手は前半は27歳以上、後半は35歳以
上の選手が務める。
・投手は最大6アウト（2イニング）まで登板
できる。

全国の高校野球OB/OGが、性別、世代、

甲子園出場・非出場、元プロ・アマチュア
等のキャリアの壁を超えて出身校別に同
窓会チームを結成し、全員共通の憧れで
あり野球の原点でもあった『甲子園球場』
で白球を追いかける夢の舞台を目指そう
とするものです。


